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小
笠
原
秀
實
一
生
涯
を
蜉
蝣
に
託
す
れ
ば
輕
き
こ
,こ
微
風
の
如
く
、
身
世
を
幻
化
に
比
す
れ
ば
里
碍
な
き
こ
ε
晶
宮
の
如
し
。
流
れ
行
く
時
な
る
も
の
あ
る
こ
・こ
な
く
、
擴
が
れ
る
虚
室
さ
へ
も
な
き
曠
茫
の
解
晩
に
、
暫
く
繋
縛
の
紛
糾
を
樂
み
、
纔
に
時
を
縁
し
て
人
聞
に
歴
史
を
編
み
、
戯
れ
に
十
方
を
立
し
て
微
塵
に
左
右
を
分
つ
。
現
實
の
如
く
、
夢
遊
の
如
く
、
砂
塔
の
如
く
、
鐵
圍
の
如
し
。
今
年
歳
次
甲
戍
、
夏
、
室
理
を
さ
玉
や
か
な
る
必
然
に
編
ん
で
、
名
づ
け
て
「
意
識
の
體
系
」
ε
呼
ぶ
。
酷
熱
大
地
を
灼
き
、
清
風
、
高
山
に
退
く
。
窮
理
思
辨
の
こ
ざ
、
た
ぐ
善
縁
を
山
上
の
爽
凉
に
竢
つ
。
乃
ち
一
筆
數
紙
を
携
へ
、
墨
汁
を
腰
間
の
衣
嚢
に
收
め
、
西
、
愛
宕
の
山
巓
に
行
く
。
下
界
の
熱
線
、
百
度
に
逍
ら
む
ーこ
す
る
日
、
山
上
な
ほ
七
十
餘
度
を
保
ち
、
輕
風
頻
に
來
つ
て
焦
燥
の
雜
念
を
嘲
る
。
峰
轡
め
ぐ
の
に
め
ぐ
り
、
緑
樹
並
び
に
並
ぶ
。
廣
野
南
に
開
け
、
大
河
地
文
を
飾
る
。
大
堰
ε
淀
.こ
木
津
、
三
條
の
交
錯
、
大
地
の
熱
鬧
も
こ
の
境
域
に
到
る
に
及
ん
で
清
凉
の
一
縁
に
似
た
り
。
峽
聞
に
河
鹿
を
聞
き
、
森
林
に
亂
鶯
を
聞
く
。
す
べ
て
想
化
の
喜
び
な
り
。
日
沈
む
で
夜
氣
頻
り
な
る
頃
、
索
條
に
た
よ
つ
て
静
か
に
山
を
下
り
、
再
び
さ
め
や
ら
ぬ
熱
地
街
頭
の
人
-こ
な
る
。
か
玉
る
行
程
を
繰
る
こ
ーこ
月
餘
、
あ
る
夜
は
山
上
に
月
の
圓
か
な
る
を
見
、
あ
る
夜
は
さ
や
か
に
見
え
ぬ
風
の
音
に
驚
く
。
忙
中
の
閑
事
の
如
く
、
叉
閑
中
の
忙
事
の
如
し
。
秋
風
山
を
下
る
頃
、
思
辨
錯
綜
の
工
作
を
絡
り
、
剞
鯏
の
雜
事
を
離
れ
、
遊
化
感
興
の
一
日
を
許
さ
れ
た
る
頃
は
、
秋
も
牛
を
過
ぎ
た
り
。
す
べ
て
あ
は
た
璽
し
く
、
は
て
し
な
き
こ
ε
、
草
の
實
の
飛
ぶ
に
も
似
た
り
。
二
十
月
十
四
日
、
車
に
輕
油
を
燃
き
、
車
輪
に
室
氣
を
張
り
、
一
路
南
を
指
し
て
法
隆
寺
に
行
く
。
走
り
に
走
れ
さ
も
盡
き
ざ
る
長
堤
の
彼
方
、
水
冷
き
は
亘
椋
の
池
な
る
べ
し
。
鈍
色
の
亘
椋
の
池
は
枯
れ
蓮
の
並
ぶ
限
り
を
風
過
ぎ
て
行
く
水
草
の
あ
ま
た
多
か
る
池
な
れ
ば
今
日
を
淋
し
き
秋
に
な
し
つ
』
山
城
の
境
を
出
で
、
た
』
な
つ
く
青
垣
山
の
大
和
に
は
入
れ
さ
も
、
爾
未
だ
紅
葉
の
日
に
到
ら
す
、
尾
花
の
み
、
野
を
溪
を
靡
く
。
春
日
の
山
を
左
に
、
古
の
奈
良
の
都
を
右
に
、
人
多
き
大
路
を
南
に
走
り
、
又
西
に
急
ぎ
、
餔
時
に
早
く
法
隆
寺
に
來
る
。
松
樹
塔
影
古
の
如
く
、
叉
今
の
如
し
。
東
門
の
修
理
漸
く
進
み
、
こ
の
日
無
線
放
途
の
企
て
あ
り
。
板
に
園
み
た
る
小
舍
、
今
し
も
機
の
前
に
文
字
を
讀
め
ゐ
は
修
繕
の
技
師
な
る
べ
く
、
擧
げ
ら
る
」
數
字
、
柱
梁
の
數
な
る
べ
し
。
修
理
の
主
體
た
る
べ
き
東
門
は
、
今
悉
く
解
體
さ
れ
て
一
木
を
・こ
野
め
す
、
高
く
鐸
え
た
る
板
葺
の
鞘
の
み
、
ひ
、こ
の
故
地
を
守
る
。
か
く
の
如
く
に
し
て
世
々
の
修
理
、
改
築
に
近
く
、
古
形
の
墨
守
ま
こ
ーこ
に
難
き
に
似
た
り
。
今
、
史
實
復
舊
に
も
え
、
原
態
を
守
る
に
學
術
の
精
微
を
毳
す
に
努
む
れ
さ
も
、
あ
り
し
日
の
修
理
、
必
す
し
も
か
玉
る
實
證
に
泥
ま
す
、
纔
か
に
傳
統
釁
重
の
要
請
よ
り
し
て
古
形
を
學
べ
る
に
過
ぎ
ざ
り
し
な
る
べ
し
。
こ
の
日
聞
く
處
に
依
れ
ば
、
解
體
せ
る
こ
の
門
の
棟
木
、
却
つ
て
風
雨
に
曝
さ
れ
、
外
側
の
桁
、
外
面
の
み
風
雨
に
傷
み
、
曾
て
の
日
、
棟
木
ぐ
」桁
・こ
を
交
置
せ
る
が
如
し
ーこ
。
こ
の
種
の
修
理
、
殆
ん
き
改
築
・こ
選
ば
ざ
る
に
も
似
る
か
。
藝
術
樣
式
の
踏
襲
-こ
變
改
ε
、
規
範
あ
る
が
如
く
、
叉
無
き
が
如
し
。
ほ
り
か
へ
し
高
く
つ
ま
れ
し
土
く
れ
の
一
つ
一
つ
に
夢
の
あ
る
里
法
隆
寺
再
建
非
再
建
の
こ
ーこ
、
今
禽
人
を
惑
は
す
。
共
に
確
證
な
し
。
然
れ
さ
も
す
べ
て
傍
證
の
集
積
、
や
が
て
考
察
の
常
識
を
築
く
。
そ
は
た
穿
史
の
考
證
に
の
み
限
ら
る
曳
に
あ
ら
す
。
論
理
の
思
辨
に
屬
す
る
も
の
、
生
存
の
基
調
に
關
す
る
も
の
、
諡
す
べ
て
左
右
に
岐
る
曳
も
の
、
多
く
决
定
を
確
證
に
飫
く
。
か
瓦
る
折
、
傍
證
の
集
積
、
一
定
の
常
識
を
作
り
、
理
外
の
理
、
證
外
の
證
を
礎
立
す
。
か
の
中
世
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紳
學
に
於
け
る
創
造
祚
の
有
無
、
共
に
確
證
な
く
、
今
禽
新
舊
、
見
を
別
に
す
。
而
も
大
勢
の
趨
く
ε
こ
ろ
概
ね
無
き
に
蹄
す
。
政
治
機
構
の
こ
,こ
、
封
建
・こ
立
憲
ε
、
長
短
錯
綜
す
れ
さ
も
、
時
代
の
信
念
、
殆
さ
立
憲
の
一
つ
に
集
る
。
再
建
、
非
再
建
の
こ
ε
、
傍
證
多
く
再
建
に
重
り
、
今
や
漸
く
考
證
の
常
識
を
構
成
し
得
た
る
に
迸
し
。
し
き
砂
の
臼
き
が
上
に
こ
ぽ
れ
た
る
松
葉
松
葉
の
い
・こ
靜
か
な
り
ふ
り
て
行
く
築
地
に
か
ら
む
草
の
葉
の
葉
ご
ーこ
か
す
か
に
動
く
風
あ
り
三
金
堂
に
釋
迦
牟
尼
を
拜
み
、
又
藥
師
を
仰
v
°
、I)
も
に
千
三
百
年
の
古
佛
、
森
嚴
時
ε
共
に
加
は
ろ
。
思
ふ
に
藥
師
は
こ
の
堂
の
主
奪
、
今
釋
迦
牟
尼
を
中
央
に
崇
め
、
主
霹
を
却
つ
て
東
に
配
す
。
造
寺
造
像
の
本
願
、
こ
の
配
置
に
添
は
す
。
然
れ
,こ
も
藥
師
を
中
央
に
奉
配
す
れ
ば
、
形
像
の
大
小
に
造
型
の
均
衡
を
破
る
。
願
意
に
添
ふ
べ
き
か
、
均
衡
の
靜
李
に
行
化
の
釜
を
蒙
る
か
。
解
睨
の
一
道
に
絡
ん
で
道
心
ざ
藝
術
・こ
の
分
岐
、
ま
た
甚
だ
機
微
に
亘
る
。
い
つ
の
日
か
繋
縛
繋
縛
の
彼
方
に
て
心
外
す
べ
て
を
う
つ
く
し
ε
見
む
中
釁
の
位
置
に
關
す
る
疑
惑
、
甚
だ
非
再
建
の
諡
に
絡
る
。
若
し
藥
師
佛
を
こ
の
堂
の
主
尊
ε
な
さ
ば
、
壷
座
井
び
に
天
葢
小
さ
き
に
過
ぎ
頗
る
衡
整
を
失
へ
る
に
似
た
り
。
鑄
造
ε
建
築
ε
の
聞
に
統
一
の
企
劃
を
缺
け
る
が
如
く
、
こ
の
こ
、こ
叉
再
建
の
確
證
を
な
さ
す
,こ
は
雖
も
、
傍
證
の
一
つ
を
加
へ
得
る
に
も
似
る
か
。
そ
の
他
堂
内
の
諸
尊
、
釋
迦
、
藥
師
の
二
佛
を
除
き
て
、
す
べ
て
建
造
・こ
齡
を
共
に
せ
す
。
若
し
天
智
の
災
な
か
り
し
ε
せ
ば
、
原
態
を
失
へ
る
こ
さ
の
あ
ま
り
に
多
き
を
怪
む
べ
し
。
更
に
建
築
の
一
部
を
構
成
し
、
不
離
の
關
係
あ
る
も
の
に
し
て
、
時
代
を
明
確
に
し
得
べ
き
も
の
は
、
寧
ろ
悉
く
、
和
銅
以
後
に
屬
す
。
中
門
の
力
士
、
塔
婆
の
塑
像
。
金
堂
の
壁
雷
さ
へ
や
白
鳳
の
實
證
な
し
。
傍
證
の
集
積
か
く
の
如
く
に
し
て
、
常
識
ま
た
無
奇
特
の
快
明
を
恃
む
。
靜
け
さ
の
は
て
し
な
れ
ば
か
天
女
は
も
瞼
た
れ
た
り
姿
忘
れ
じ
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千
年
の
時
を
さ
す
る
の
心
し
て
柱
撫
つ
れ
ば
た
讐
に
冷
し
六
朝
、
飛
鳥
の
造
型
的
感
觸
、
質
實
に
し
て
緊
密
、
朴
傘
に
し
て
森
嚴
、
す
べ
て
性
靈
を
内
律
に
恃
み
、
ひ
た
ぶ
る
に
肉
感
の
爛
漫
を
担
む
。
誠
に
得
安
か
ら
ざ
る
時
代
の
精
進
な
り
。
蘆
山
の
慧
遽
、
佛
銘
の
一
つ
に
云
ふ
。
「
中
姿
自
明
、
白
毫
吐
曜
、
昏
夜
中
爽
、
感
應
乃
應
」
ε
。
叉
「
庭
宇
幽
藹
、
歸
塗
莫
測
、
悟
之
以
静
、
抱
之
以
力
」
ε
。
般
若
皆
筌
の
智
慧
、
多
く
俗
諦
の
肉
性
を
離
れ
、
眞
諦
の
幽
藹
を
中
姿
の
自
明
に
表
示
し
.
白
毫
吐
曜
し
て
昏
夜
を
中
爽
た
ら
し
む
。
眞
理
ε
象
徴
く」、
寂
滅
ε
再
現
ε
、
一
心
に
絡
む
で
端
な
く
も
こ
玉
に
超
感
の
形
象
を
凝
ら
す
。
結
縁
、
筌
蹄
を
恃
み
、
應
化
、
指
標
に
影
現
し
、
感
激
常
の
日
の
一
日
に
あ
ら
ざ
れ
さ
も
、
迷
悟
の
こ
ご
誠
に
宿
因
の
深
厚
に
待
つ
べ
く
.
千
歳
歴
史
の
長
き
に
亘
つ
て
、
昏
夜
あ
は
れ
に
も
た
璽
一
日
の
如
し
。
斷
惑
の
こ
ε
、
邃
に
般
若
辯
證
の
彼
岸
に
も
似
る
か
。
か
へ
り
見
る
年
の
千
年
の
長
さ
に
て
な
ほ
人
聞
の
迷
新
し
玉
虫
の
厨
子
は
蒼
古
の
姿
に
し
て
質
實
、
こ
の
も
の
㌦
み
よ
く
六
朝
の
書
風
を
今
に
殘
す
。
龕
扉
の
菩
薩
、
典
雅
に
し
て
清
瘠
、
就
中
六
根
の
六
塵
を
拂
ひ
、
清
爽
・こ
清
勁
、こ
、
等
し
く
造
型
の
骨
骼
を
築
く
。
移
り
行
く
諸
行
の
無
常
に
漂
つ
て
徇
幾
歳
の
示
現
を
此
土
に
止
め
む
ε
は
す
る
。
行
化
の
今
に
爾
新
し
き
、
ま
こ
、こ
に
末
代
の
奇
特
、こ
も
名
づ
け
つ
べ
し
。
孚
偈
、
寂
滅
爲
樂
の
爲
め
に
捨
身
せ
る
本
生
行
傳
の
臺
座
を
彩
れ
る
、
ま
た
明
日
を
生
き
む
,こ
す
る
も
の
へ
の
笞
な
り
。
寂
滅
の
牛
偈
を
聞
か
む
願
ひ
よ
り
菩
薩
捨
身
の
姿
あ
る
寺
聖
象
の
今
に
殘
り
て
人
間
の
捨
身
行
苦
に
も
の
を
思
は
す
四
名
に
し
負
は
す
ε
も
夢
殿
は
は
か
な
き
夢
の
跡
な
り
。
聖
觀
昔
の
温
容
、
夙
に
和
國
の
情
感
を
芽
ぐ
み
、
清
迺
こ
清
婉
、こ
、
す
べ
て
正
純
の
源
な
り
。
中
興
の
行
信
ε
富
貴
の
道
詮
ε
、
兩
像
、
時
代
を
別
に
す
、こ
は
雖
も
、
造
型
の
氣
脈
甚
だ
近
き
に
似
た
り
。
27_.
つ
ぶ
ら
か
に
ま
な
こ
見
は
り
て
夢
殿
の
夢
の
み
ほ
・こ
け
今
日
に
ま
し
ま
す
興
法
の
そ
の
日
も
あ
り
き
法
難
の
そ
の
日
も
あ
り
て
今
日
の
夢
殿
中
宮
寺
は
臼
砂
を
盛
り
、
庭
樹
を
刻
み
、
さ
玉
や
か
に
美
は
し
き
寺
の
名
な
り
。
古
、
三
宮
の
中
、
中
宮
の
む
こ
に
し
あ
れ
ば
、こ
て
こ
の
名
を
止
め
た
り
・こ
も
云
ふ
。
聖
壇
の
彌
勒
、
思
惟
今
細
や
か
な
る
が
如
く
、
指
頭
輕
く
豊
頬
を
支
ふ
。
感
觸
滑
か
に
し
て
、
官
能
豊
な
り
。
胸
宇
肉
性
の
旋
律
、
麗
か
に
柔
く
、
兩
臂
曲
線
の
諧
調
、
凝
晶
せ
る
音
律
の
如
し
。
推
古
の
古
式
多
く
童
顏
に
象
る
。
次
で
官
能
に
醒
む
る
や
、
豊
饒
、
甚
だ
女
體
に
學
ぶ
。
三
十
二
相
は
多
く
嬰
兒
の
形
態
に
象
れ
さ
も
、
人
闇
懣
型
意
識
の
自
ら
な
る
開
發
は
、
や
が
て
成
熟
女
體
に
感
觸
の
華
や
ぎ
を
掬
む
。
ま
た
歴
史
.の
機
微
に
觸
れ
む
心
に
似
た
り
。
曾
て
法
起
寺
.
法
輪
寺
を
訪
ね
て
よ
り
年
あ
り
。
薄
れ
行
く
記
憶
を
惜
ん
で
、
野
道
の
細
き
を
北
東
に
た
さ
る
。
途
上
斑
鳩
.の
宮
居
の
あ
霊
は
風
立
ち
て
忘
れ
ら
れ
行
く
時
の
口
づ
け
西
詩
の
譯
に
云
ふ
。
流
れ
の
岸
の
一
も
ーこ
は
、
波
こ
ーこ
ん
丶
く
口
づ
け
し
、
は
た
こ
ーこ
《
丶
く
忘
れ
行
く
ε
。
多
感
の
情
念
-こ
冷
靜
の
時
劫
ε
、
姿
甚
だ
遠
き
も
、
忘
却
の
一
相
'
°/1も
に
曠
茫
、こ
し
て
、
哀
れ
を
人
間
に
そ
」
る
。
す
べ
て
形
あ
る
も
の
は
壊
れ
、
時
に
淨
ぶ
も
の
は
忘
却
の
わ
た
つ
み
に
融
會
す
。
成
住
壊
察
の
四
相
、
法
隆
學
問
寺
を
あ
や
な
し
、
成
住
の
二
相
今
す
で
に
爛
熟
、
纔
か
に
壞
相
を
人
爲
の
科
學
に
護
る
。
質
料
の
風
化
、
や
が
て
筌
相
の
他
日
を
豫
記
す
。
壁
書
の
剥
落
、
そ
の
日
に
到
り
、
補
修
、
原
態
を
壞
つ
。
白
布
に
書
面
を
覆
ひ
、
春
秋
二
季
、
日
を
期
し
て
開
く
も
、
悉
く
彌
縫
の
窮
事
。
人
聞
必
す
し
も
愚
に
あ
ら
す
、
時
劫
の
力
の
み
ひ
ε
り
悠
久
な
り
。
壞
相
の
今
日
に
學
ぶ
べ
き
を
學
び
、
よ
き
人
聞
の
明
日
を
築
く
こ
ーこ
、
生
存
一
路
の
行
程
に
は
似
た
り
。
幾
年
の
昔
宿
り
し
そ
の
家
の
思
ひ
出
湧
き
て
た
樽
に
過
き
行
く
朽
ち
た
り
し
床
も
多
か
り
大
和
路
の
淋
し
き
宿
を
今
日
も
思
へ
り
五
一28一
こ
の
日
秋
晴
の
一
日
、
暖
き
こ
ε
初
夏
の
如
く
、
か
ぎ
ろ
へ
る
こ
ε
陽
春
の
如
し
。
草
む
ら
の
つ
穿
く
限
り
に
花
あ
り
て
大
和
國
原
秋
日
か
野
や
く
古
の
奇
し
き
姿
や
埋
み
持
つ
こ
」
の
田
の
面
た
野
に
秋
の
日
草
む
ら
に
何
の
縁
も
な
け
れ
さ
も
忘
れ
が
た
か
り
蓬
雀
の
野
邊
旅
人
の
心
き
ざ
し
ぬ
岐
れ
路
に
石
の
し
る
べ
の
立
て
る
大
和
路
法
輪
寺
の
藥
師
、
造
型
の
律
動
、
純
朴
に
し
て
又
雄
偉
、
人
聞
の
官
能
を
遠
離
す
。
法
起
、
法
輪
の
二
寺
、
式
を
推
古
に
傳
へ
、
塔
影
、
筌
に
淨
ぶ
も
、
補
修
度
を
重
ね
、
原
形
ま
た
甚
だ
杳
か
な
り
。
地
誌
、
法
起
寺
を
岡
本
の
宮
趾
に
擬
す
。
太
子
、
法
華
親
講
を
傳
ふ
る
、こ
こ
ろ
、
史
實
今
に
し
て
知
る
に
難
く
.
講
經
の
儀
僣
の
如
し
ε
雖
も
、
叉
賠
漠
の
過
去
な
り
。
淌
え
て
行
く
時
の
う
た
か
た
池
後
の
寺
に
瓦
の
か
け
を
慕
へ
り
聖
像
は
つ
玉
ま
し
や
か
に
お
の
つ
か
ら
か
の
童
眞
の
今
に
し
た
瓦
る
さ
は
が
し
き
も
の
み
な
枯
れ
て
今
年
も
よ
こ
瓦
の
み
佛
ま
た
秋
に
入
る
九
輪
・こ
水
煙
塙こ
、
室
華
を
室
中
に
描
く
塔
影
は
藥
師
寺
な
り
。
露
盤
刻
む
ε
こ
ろ
の
偈
「
亭
々
寳
刹
、
寂
々
法
城
、
輻
崇
億
劫
、
慶
溢
萬
齡
」
の
願
、
ひ
た
す
ら
に
恃
む
べ
き
は
「
慶
運
慈
哀
」
な
る
べ
き
も
、
形
相
を
有
爲
に
礎
立
す
れ
ば
、
莊
嚴
必
す
し
も
永
遠
な
ら
す
。
應
化
の
佛
寳
す
で
に
行
化
を
八
十
の
生
涯
に
閉
づ
。
室
慧
一
相
を
守
ら
ざ
る
伽
籃
の
質
料
、
荒
蕪
頻
り
に
年
あ
り
。
木
質
腐
蝕
し
易
く
、
金
石
風
化
を
喜
ぶ
。
金
堂
の
佛
像
、
式
を
白
鳳
に
傳
へ
、
遠
く
唐
初
の
構
想
を
殘
す
ε
は
雖
も
、
偏
計
皆
室
の
読
、
端
嚴
の
應
現
を
も
制
外
に
許
さ
す
。
痛
情
今
更
に
新
な
り
。
過
ぐ
る
年
の
慈
恩
曾
、
冷
寒
の
夜
氣
を
冐
し
、
隨
喜
を
こ
の
堂
に
致
す
。
佛
前
帳
を
垂
れ
て
慈
恩
の
聖
像
を
祀
り
、
寳
前
の
高
座
二
基
、
立
者
そ
の
一
つ
に
あ
り
。
課
題
、
瑜
伽
の
一
論
彌
勒
造
ε
す
る
か
、
無
着
造
・こ
す
る
か
に
あ
り
。
定
立
・こ
反
立
.こ
す
べ
て
諷
誦
、
論
議
互
ひ
に
連
り
、
刻
、
深
更
に
及
ぶ
。
諷
誦
の
旋
律
、
句
法
の
格
調
、
多
く
足
利
の
後
な
る
べ
く
、
稀
に
鎌
倉
の
一
脈
を
一一29-一 一
も
殘
せ
る
に
似
る
か
。
考
察
叉
時
あ
る
べ
く
、
懷
舊
た
穿
こ
の
日
に
頻
り
な
の
。
萄
葡
、
四
紳
の
臺
座
。
想
化
の
玄
致
、
格
律
の
雄
渾
.
叉
衙
古
の
病
癖
を
目
ざ
ま
す
。
左
背
の
一
隅
に
當
つ
て
損
傷
の
破
裂
、
却
つ
て
古
癖
の
愛
着
を
誘
ひ
、
偏
計
所
執
の
詩
興
を
培
ふ
。
佛
足
石
・こ
歌
碑
、
こ
の
寺
の
淋
し
さ
な
り
。
歌
碑
扁
夲
に
し
て
長
き
ま
玉
に
、
法
難
の
日
、
籔
か
け
硯
流
に
、
石
橋
の
姿
し
て
埋
れ
た
り
し
を
、
今
の
興
隆
に
逢
ふ
。
形
あ
る
も
の
、
榮
辱
の
彼
岸
に
到
ら
す
。
聖
誦
の
聖
碑
さ
へ
や
、
忍
辱
を
か
の
蹂
躙
に
學
ぶ
。
「亭
々
寳
刹
、
寂
々
法
城
」
の
塔
銘
、
途
に
は
か
な
き
人
間
の
す
さ
び
の
如
く
、
寂
滅
爲
樂
の
こ
・こ
、
時
あ
つ
て
性
筌
無
爲
の
道
瘍
を
さ
へ
離
る
曳
に
も
心
通
へ
り
。み
あ
,こ
つ
く
る
石
の
ひ
璽
き
の
そ
の
か
み
を
偲
び
偲
べ
は
こ
の
日
夕
ぐ
れ
ち
丶
は
㌧
の
爲
め
も
ろ
び
・こ
の
そ
の
爲
め
・こ
刻
め
る
石
に
秋
の
冷
え
來
る
唐
招
提
寺
は
鑑
眞
の
遺
趾
、
上
求
、こ
下
化
・こ
の
情
熱
、
ま
こ
,こ
に
難
邁
の
聖
者
。
造
型
ま
た
一
樣
式
を
標
示
し
、
一
系
流
を
創
始
す
。
繁
縟
の
累
な
き
に
あ
ら
ざ
れ
曹
も
、
雄
渾
の
一
態
な
り
。
千
手
觀
昔
の
多
技
、
般
若
一
相
の
彼
岸
嚴
肅
を
去
る
・こ
も
名
つ
く
べ
き
か
。
戒
壇
今
趾
を
・こ
野
む
。
戒
壇
の
あ
た
り
は
か
な
き
尾
花
に
て
あ
り
し
願
の
今
は
涙
か
戒
律
の
掟
あ
ま
た
に
、こ
丶
の
ひ
て
淨
行
あ
は
れ
人
を
去
る
今
た
ぐ
ひ
な
き
ひ
じ
り
ひ
じ
り
の
あ
、こ
な
れ
曹
こ
の
秋
風
の
人
を
救
は
す
迫
り
寄
る
も
の
は
短
き
秋
の
暮
な
り
。
人
、
急
ぎ
に
急
ぐ
。
法
華
寺
は
古
の
總
國
分
尼
寺
、
今
清
楚
の
淨
域
、
若
き
尼
僣
に
依
つ
て
中
霹
、
聖
觀
昔
を
拜
む
。
邁
型
、
弘
仁
な
り
。
姿
態
、
優
雅
に
し
て
婉
に
、
下
化
廣
く
女
性
に
及
ぶ
。
は
て
し
な
く
應
化
奪
き
聖
嫁
の
肩
に
か
」
り
て
髮
の
美
は
し
一一30-一
横
笛
の
嫁
,こ
て
、
あ
り
し
情
念
を
文
が
ら
の
枯
稿
に
繋
ぐ
。
「瀧
口
殿
の
御
執
心
ゆ
ゑ
に
」
・こ
の
解
設
、
境
-こ
人
・こ
に
依
つ
て
、
哀
愁
常
の
如
く
に
も
あ
ら
す
。
恩
愛
の
彼
岸
、
や
が
て
恩
愛
の
此
岸
に
選
ば
す
。
「
梅
津
の
里
の
春
風
に
、
餘
所
の
匂
ひ
も
な
つ
か
し
く
、
大
井
川
の
月
影
も
、
霞
に
こ
め
て
朧
な
り
、
一
方
な
ら
ぬ
哀
れ
さ
も
、
誰
故
・こ
こ
そ
覺
え
け
め
。」
も
つ
れ
行
く
心
情
、
流
轉
を
か
の
往
生
院
に
重
ね
、
棄
恩
入
無
爲
の
こ
、こ
、
清
淨
心
院
の
靈
山
に
絡
る
。
「
横
笛
も
さ
ま
を
か
へ
け
る
よ
し
聞
え
し
か
ば
瀧
口
入
道
一
首
の
歌
を
ぞ
迭
り
け
る
。
そ
る
ま
で
は
恨
み
し
か
曹
も
あ
つ
さ
弓
、
ま
二
ε
の
蓮
に
入
る
ぞ
う
れ
し
き
。
横
笛
が
返
事
に
、
そ
る
・こ
て
も
何
か
う
ら
み
む
あ
つ
さ
弓
、
引
き
ε
讐
む
べ
き
こ
玉
う
な
ら
ね
ば
。
其
後
横
笛
は
奈
良
の
法
華
寺
に
あ
り
・こ
か
。
其
思
ひ
の
積
り
に
や
、
い
く
程
な
く
て
つ
ひ
に
は
か
な
く
な
り
に
け
り
」
。
夲
語
の
戯
作
、
横
笛
、
法
華
寺
修
道
の
こ
ざ
、
實
事
を
た
,ご
る
由
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
さ
も
、
想
念
の
幻
化
、
處
は
實
の
如
く
、
實
叉
時
に
盧
の
如
し
。
感
傷
を
紅
涙
に
遊
び
、
や
る
せ
な
き
も
の
を
藻
華
に
あ
や
な
す
。
生
き
行
く
こ
ε
の
は
か
な
き
所
執
を
あ
は
れ
む
。
み
た
さ
れ
し
所
も
あ
り
き
み
た
さ
れ
ぬ
所
も
あ
り
て
時
の
わ
た
つ
み
入
聞
の
願
ひ
願
ひ
に
刻
ま
る
」
み
佛
の
か
す
増
し
に
増
せ
さ
も
夕
闇
を
拂
つ
て
奈
良
の
街
に
燈
火
を
浴
び
、
一
日
の
行
路
を
一
椀
の
粗
羹
に
勞
ふ
。
淡
き
こ
の
奮
都
の
秋
の
如
し
。
書
肆
に
古
經
の
斷
片
を
漁
れ
,こ
も
價
を
得
す
。
再
び
車
を
歸
途
に
走
ら
す
。
夜
氣
俄
か
に
襲
へ
る
は
山
峽
な
く
。
江
風
し
き
り
に
窓
を
打
つ
は
長
堤
な
り
。
淋
し
さ
の
旅
の
姿
は
は
つ
る
く」も
は
て
な
き
も
の
か
こ
瓦
の
夕
風
族
な
れ
ば
夕
闇
を
鳴
く
鳥
を
さ
へ
恐
れ
た
る
か
に
急
ぐ
川
添
長
橋
の
幾
つ
を
越
え
た
る
が
如
く
、
越
え
ざ
る
が
如
く
、
燦
爛
た
る
街
燈
の
下
、
車
を
捨
て
玉
漸
く
地
上
に
立
つ
。
闇
を
通
し
て
千
歳
の
今
に
歸
れ
る
が
如
し
。
回
顧
に
古
を
築
く
も
生
の
一
態
な
り
。
過
去
を
廢
壙
に
埋
め
行
く
も
命
の
力
な
り
。
古
癖
、
頑
洞
の
如
く
、
考
現
、
飄
風
の
如
し
。
人
間
一一31-一 一
の
一
實
に
徹
せ
ざ
れ
ば
、
歴
皮
の
學
す
べ
て
夢
遊
の
漫
歩
に
絡
る
。
無
用
の
用
、
時
に
用
の
無
用
に
優
る
べ
き
も
爛
熟
文
化
の
餘
弊
、
殆
ε
悉
く
無
用
の
無
用
に
始
絡
a..,0
願
は
る
べ
き
は
良
能
、
求
め
ら
る
べ
き
は
衆
生
無
邊
の
愛
執
。
千
歳
を
顧
て
迷
妄
の
源
泉
を
學
び
、
近
く
明
日
を
恃
ん
で
度
斷
の
悲
誓
に
進
む
。
順
逆
髪
を
容
れ
す
。
た
Ψ
正
見
ε
正
業
・こ
、
大
虚
に
夢
を
描
き
、
夢
中
に
現
實
を
創
め
制
る
。
創
生
の
こ
ーこ
、
神
に
あ
ら
す
。
本
具
の
良
能
の
み
よ
く
法
界
の
所
願
を
知
る
。
更
く
行
け
夜
の
河
畔
、
水
う
た
玉
黒
・丶
彩
燈
あ
ざ
や
か
に
か
の
妖
氣
を
こ
ぼ
す
。
は
て
し
な
き
人
間
の
闇
に
、
暫
ら
く
哀
愁
を
心
の
糧
に
憩
ふ
。
尾
を
ひ
き
て
淌
ゆ
る
星
あ
り
大
室
の
う
た
か
た
に
似
て
淌
ゆ
る
星
あ
り
一32-一
